
ファームウェアバージョン1.1 より、以下の機能を追加および変更
しました。
カメラ本体の取扱説明書と併せてお読みください。
≥ファームウェアバージョンは、セットアップメニューの[バージョン表示]で
確認できます。

撮影した写真の顔にエステやメイクアップ効果をかけることができます。

1 2/1ボタンで写真を選び、［MENU/SET］ボタンを押す

2 2/1ボタンで編集したい人物の顔を選び、
[MENU/SET] ボタンを押す
≥矢印が付いている人物のみ選択できます。
≥検出された顔が一つだけの場合は、
［MENU/SET］ボタンを押してください。

3 3/4/2/1ボタンで項目と効果を選ぶ
A: 項目、B: 小項目、C: 効果

≥ [ベースメイク]、[スマイル]には小項目があ
りません。Bで効果を設定できます。
≥続けて別の効果を加えるときは、Aまたは Bの
項目を選び直してください。

DC-GF9ファームウェアアップデートについて

再生メニューに［ビューティレタッチ］を追加しました。

ボタン→ [再生]→[ビューティレタッチ]

2/1： A、B、Cの選択
3/4： A、B、C内での選択
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4 写真の編集が終わったら、[MENU/SET]ボタンを押す
≥確認画面が表示されます。［はい］を選ぶと適用前と適用後の画面が表示されます。

5 [MENU/SET]ボタンを押す
≥一度に2人以上の人物は編集できません。一度写真を保存してから次の人物を
選んでください。
≥保存する前に確認した写真と保存した写真とは、明るさや色合いが異なる場合があります。
≥眼鏡をかけている場合や、顔の検知がうまくできない場合は、意図どおりの
レタッチができないことがあります。
≥フラッシュ・日光などの反射光で明るい場合は、レタッチ効果が弱くなる場合があります。
≥ビューティレタッチに適した写真を撮るには：
−顔を正面からアップで撮影する
−極端に暗い場所での撮影を避ける
−レタッチする部分をはっきりと撮影する
≥白黒画像など、画像の色みによってはレタッチ効果がかからない場合があります。
≥グループ画像は1枚ずつ編集してください。グループ画像とは別に新規保存されます。
≥HDMI マイクロケーブル接続時、［ビューティレタッチ］は使えません。
≥次の画像はビューティレタッチできません。
－パノラマ写真 －動画
－4K連写ファイル －フォーカスセレクト撮影した写真
－クオリティが[ ]の写真 －顔が認識できない写真
≥ReallusionはReallusion社の商標です。

A（項目） B（小項目） 設定内容

[エステレタッチ]

[ ]（肌透明感） 肌のしみやくすみを抑え、透明感を出します。

[ ]（テカリ除去） 肌のテカリや光っている部分を抑えます。

[ ]（ホワイトニング）目や歯をより白くきれいに見せます。

[ ]（シェイプアップ）顔のラインをシャープに見せます。

[ ]（デカ目） ぱっちりとした大きな目にします。

[ベースメイク] 一 ファンデーションの色を調整します。

[メイクアップレタッチ]

[ ]（リップカラー）唇の色を調整して質感を出します。

[ ]（チークカラー）色を選択して顔の立体感を出します。

[ ]（アイシャドウ）色を選択して華やかさをアップします。

[スマイル] 一 表情を笑顔にします。
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